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戦 後琉 球 に お け る

甘庶 栽培 の推 移(さとうきび)
(二)

三
'
戦
後
の
甘
燕
栽
培
推
移

終
戦
直
後
の
琉
球
農
業
は
苧
り
食
放
作
物
の
栽
培
に
重

点

が
お
か
れ
､
商
品
作
物
た
る
甘
煮
の
栽
培
は
余
り
重
要
視
さ

れ
な
か
っ
た
様
に
思
う
.
残
存
施
設
を
利
用
し
て
僅
か
に
勲

糖
が
行
わ
れ
て
い
た
が
'
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
琉
球
内
で
の
滑

費
で
あ
っ
た
｡

時
代
の
推
移
と
共
に
戦
前
唯

I
の
換
金
作

物
で
あ
っ
た
甘

煮
の
栽
培
は
第

1
蓑
第
二
衰
第
五
表
に
示
す
様
に
件
付

面

積
反
当
収
量
､
生
産
高
共
に
年
々
増
加
し
て
き
た
.

第
l衷
年
次
別
作
付
面
群

第-袈 年次別打熊侭付面積

戦
後

1
九
五
〇
年
か
ら

1
九
五
六
年
に
至
る
七
力
年

間
の

作
付
両
横
及
び
燕
伶
率
は
第

一
表
の
通
り
で
､
作
付
面

積

薫
推
挙
共
に
年
々
増
加
し
'
面
積
に
お
い
て
1
九

五
六
年

期
は

1
九
五
〇
年
期
の
約
七
倍
薦
作
率
に
お
い
て
五
倍

強

と
大
巾
に
伸
び
て
い
る
.
特
に

1
九
五
五
年
期
の
増

反
は

著
し
-
千
七
百
余
町
歩
と
な
っ
て
い
る
.
件
付
面
積
に
つ
い

て
昭
和
九
年
-
昭
和
十

一
年
三
力
年

平

均
は

一
五
､
四
二

六
町
余
で
之
に
対
し

一
九
五
五
年
は

五
二
%

一
九

五
六
年

は
六
〇
%
の
復
旧
率
で
あ
る
｡
簾

停
車
は
前

記
三
力
年
平

均
二
五
･七
%
に
対
し

一
九
五
五
年
は

1
九
･
四
%
同
五
六

年
は
t
三

･
二
%
と
年
々
上
昇
し
ほ
ゞ
戦

前
三
力
年
平

均

の
域
に
達
せ
ん
と
し
て
い
る
｡

璽

表

地
区
別
甘
薦
作
付
面
粗

堅
剛
作
付
面
積
の
多
い
年
期
は
昭
和
四
年

期
で
次
い
で
大

正
十
五
年
期
､
昭
和
二
､
三
年
期
､
大
正
十
四
年
期
の
順
と

な
っ
て
い
る
｡
こ
の
年
期
は
何

れ
も

1
万
八
千
町

妙
を
上

廻
り
特
に
増
加
の
目
立
っ
た
の
は
大
正
六
年
期
で
前

年

期

に
此
し

一､
三
(=×
U
町
歩
の
増
反
で
あ
る
｡

第二義 地区別甘庶作付両班



戦
前
作
付
血
統
の
多
い
地
区
は
中
部

地
区
で
､
次
い
で

南

部
､
宮
古
'
北
部
'
八
盛
山

地
区
の
順
と
な
っ
て
い
る
｡
昭

和
九
年
-
昭
和
卜

7
年
の
二
lカ
年
l+
均
地
区
別
作
付
血

桜

は
北
部

1
..<
八
九
ー九
.,;
町
､
中
部

九
､
l
ヒ
〇
､
八
八
町

南
部
.E
'
しハ
L
H
∴
ハ
町
､
i=･:卓

l､
二
L
C
'
九

∴

町
､

八
重
山

1
九

l
'
八
川
叫
で
戦
後

i
九
.j
八
年
の
復

旧

率

は
北
部
一二
八
%
､
中
郡
九
〆て

南
部
L
L

Qbl'
i:･=r
三

川
八

%
ー八
L箪
山
七
〇

l
み
と

な

っ
て
い
る
｡中

部
ー北
部
の
復
旧

は
虫
を
-
全
琉
平
均
以
F
で
中
部
は
特
に

低

率
で
あ
る
｡

中
部
地
区
は
特
殊
情
勢
下
に
あ
る
の
で
堅
剛
の
水

曜
は
愚

か
現
在
の
全
琉
平
均
の
復
旧
率
否
そ
の
半
分
程

度
に
引
上

げ
る
串
も
難
事
で
あ
ろ
う
｡
北
部
地
区
隻
別
記
二
雰
年
平

均
の
三
分
の
1
で
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
余
地
は
あ
る
と
思

考

せ
ら
る
⊥
も
競
争
作
物
た
る
｡ハ
イ
ン
の
出
現
に
よ
り
大

巾

の
増
反
は
望
め
な
い
JJ
思
う
｡
南
部
地
区
は
二
雰
年
平

均

に
精
々
接
近
し
て
い
る
し
稀
々
の
条
件
か
ら
し
て
戦

前
の

城
に
蓮
す
る
串
は
容
易
で
あ
ろ
う
.
宮
古

地

区
は
三
ヶ
年

..}
均
を
川
八
み
も
じ
触
り
そ
の
た
め
他
の
全
期

作

物
を
排

除
し
て
伸
び
た
･,･
め
増
反
は
染
み
う
す
で
む
し
ろ
減

反
を

余
儀
な
-
さ
れ
る

の
で
は
た
か
ろ
う
か
｡
八
禿

山

地
区
は

.J.,..カ
年
平
均
を
上
組
る
JJ
と
何
ん
と
六
〇

1
%
で
今

徒
の

増
反
は
北
部
地
区
と
同
様

競
争
作
物
の
出

現
に
よ
り
大
巾

の
増
皮
は
む
つ
か
し
か
ろ
う
｡
各
地
区
共
融
和
の
増

加
に

ょ
る
増
産
は
期
待
う
す
-
む
し
ろ
品
稗
改
良
や
栽
培

技
術

の
合
樗
化
に
よ
り
反
丁
収

塙
を
増
や
す
方
向
に
も
つ
て
い

-
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

戦
後
の
地
区
別
作
付
面

杭
は
第
二
表
の
通
り
で

'L
九
五
〇

年
期
以
降

1
九
13
ム
年
期
ま
で
は
宮
古
地
区
が
首

付
で
､

1
九
五
六
年
期
は
南
部

地
区
が
首
位
を
占
め
て
い
る
.
杏

地
区
共
作
付
和
机
の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
が
特
に
増

反
の

著
し
い
の
は
八
重
山
地
区
で

-
九
五
四
年

期
は

l
九
-J
O

年
期
の
約
三
倍
､
..<
ム
年
期
は
五
倍
強
五
六
年

期
は
六
倍

銃
と
大
川
に
伸
び
て
い
る
.
庶
作
率
の
高
き
は
宮
古

地
区

で

l
九
㍍
川
年
期
以
後
:ll.C
%
を
越
え
杢

ハ
年

期
に
は
三

二
､
.L
..1Q
に
増
加
し
仝
耕
地

面
杭
の
I...分
の
l
を
占
有
す

る
に
至
っ
た
｡
当
地
区
筆
削
の
庶
作
率
は
二
六
%
前

後
が

限
度
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
.
然
る
に
戦
後
三
二
亮
以

上
に

伸
び
た
ゝ
め
栽
培
が
粗
放
化
し
､
反
当
収
真
の
液
少
を
招

火
し
て
い
る
L
J
fZ71品

れ
て
い
る
｡
将
来
各
地

区
に
お
け
る

庶
作
面
積

の
増
加
は
他
作
物
と
の
均
衡
上
考

慮
さ
る
べ
き

問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

聖
二表

年
次
別
収
m
L収
土

筆
別
反
当
収
流
の
垂
夙
年
次
は
昭
和
十
二
毎

期
で

〓

i'

二

五
斤
'
最

低

は
大
正
十

1
年
の
四
､
五
〇
八
斤
と
な

っ
て
い
る
.
昭
和
九
年
I
昭
和
十

一
年
の
三
力
年
平

均
反

当
収
畳
は
九
､
三
O
六
斤
で
戦
後

1
九
五
四
年

期
五
五
年

第∴表 年次別反当収fiT(

5.752斤 100 185(155)

517.499 130 166(139)

桁考 (1)( )内は1952年を礁準にした指数である｡

(2) 糖業課資料より作成

(9)

期
は
こ
の
平
均
を
上
組
る
事
大
<

)
三

七
斤
､
1
､
三
二
四

斤
で
上
昇
を
示
し
て
い
る
｡
一九
五
六
年
期
は
軟

度
に
亙

る
暴
風
や
千
姫
の
た
め
減
少
し
三
力
年
平
均
の
略

七
〇
%

に
当
っ
て
い
る
.

戦
後
皮
当
収
魚
の
変
速
は
第
二
表
の
通

り
で
あ
る
｡
一
九

五
〇
年
期
以
降
反
当
収
泉
は
年
々
増
加
し

-
九
五
四

年
期

は
戦
後
最
高
の
反
当
収
鬼
を
示
し

1
0
､
六
三
〇
斤
で
､
之

を

一
九
五
〇
年
期
に
比

す
れ
ば
八
四
･
八
%
､
一
九

五
二

年
期
に
比
す
れ
ば
.i
jLF3'
一
%
の
増

加
率
で

あ
る
.
1
九

至

ハ
年
期
は
自
然
的
災
零
の
た
め
反
当
収

最
の
減
少
が
著

し
-
戦
後
の
最
低
と
な
っ
て
い
る
｡

第
四
表

地
区
別
収
当
収
量

戦
前
反
当
収
量
の
多

い
地
区
は
南

部
で
､
次
い
で
中

部
､

北
部
､
宮
古
､
八
重
山
地
区
の
版
で
あ
る
.
反
当
収
丑
の

1
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'ノた哨牧

8300斤 100

90()0 100

9.709 100

5.700 100

7377 100 /;]lfl鳥 .o
部

部

誹

古

北

中

南

営

1

九
.
<

六
年

備考 (1)1950年､1951年は

資料不蹄のため省略し

た o

(2)胎業課資料より作成

加

置

側
叫

1

九
五

二

年

北部 7861斤 95

ll.916 132

12216 126

8045 I 】Lll

部

部

首

中

南

宮

司

川品
川血
1

部

部

古

申

南

宮

l
九
五
五
年

部
､
北
部
､
宮
古
､
八
重
山
の
順
戦

.nLEIの
憤
向
と
大
差
が
な
い
.
最

で

高
と
最
低
の
差
は
著
し
-
約

半
分

位
で
あ
る
.
之
は
自
然
的
災

胃
の

差
あ
る
い
は
地
力
の

差
に
よ
る
所

大
な
り
と
小
へ
ど
も
栽
培
技

術
の

差
も
見

逃
し
て
は
5,け
な
い
大
き

い
要
因
で
あ
る
｡
反
当
収

長
の
増

加
率
は
宮
古
地
区
が
第

1
位
と
苛

つ
て
い
る
が
之
は
基
準

年
期
の
反

当
収
塩
の
暁

か
つ
た
串
に
も
よ
る

が
比
和
栽
培
倭
術

進
捗
の
規
は
れ

で
も
あ
ろ
う
.

t
九
六
六
年
期

は

各
地
区
共
反

当
収
虫
が
低
-
､
特

北
に
部
地
区
は
■｣
114%
余
の
反

収

純
で
之
に
対
し
宮
古
地

区
の
み
は

川
･
八
%
の
反
当
収

虫
の
増

加
を

来
た
し
て
い
る
｡
中
部

区
は

一
九

五
二
年
以
降

年
々
反
当
収
量
の
増

加
が
目
立
っ
て
5
,
る
が
､
之

は
戦

年次別臼~庶生産高萌~Li式

備考 糖業諜資料より件成

六
年
期
は
四

二
%
の
復
旧

率
と
な
っ
て
S

る.
前
･託

作
付
両
横
の
復
旧
に
比
し

生
唾
向
の
故
旧
は
あ
そ
い

戦
後
の
生
些
尚
は
第

五
表

の
通

り
で
､
年
々
増
加
し

て
い
る
.
1
九
五

〇
年
期

を
基
準
年
期
と
す

れ
ば
､

ム

l
年
期
は
約
三
倍
ム
二

年
期
的
仙
倍
ム
三
年
期
五

倍
.
rq
川
年
期

約
八
倍
､

H
ム
年
肋
卜
倍
-<
パ
年
期

約
七
倍
と
大
巾
な
増
産
を

示
し
て
い
る
｡
lJj
八
年

期

は
前
述
の
如
き
理
由
に
よ

り
'iF]五
年
敗
よ
り
下

廻
っ

て
5,る
｡

(10)

番
多
い
昭
和
卜
...年
期
に
つ
い
て
み
る
に
最
高
は
南

部
地

区
の

二
t
'
二
L
L
斤
､
次
は
中
部
地
区
の

〓

l､
六
〇
八

斤
で
佃
の
]..地
ti
は
何
れ
も

.L
ガ
斤
以
下
八
相
川
は

焼
付

生
産
地
区
で
梗
丁
収
絹
低
-
､
中
部
南
部
地
区
の
半

分

以

下
で
あ
る
｡
叉
昭
和
九
年
I
昭
和
卜

4'
年
の
.L.+,ヵ
年

平
均

地
托
別
皮
当
収
唄
か
点

る
に
北

部
し
､
二
二
C
斤
､
中

部

八
､
九
〇

一
斤
､
南

部

1
1
'
=[
1
両

斤
､
宮
古
L
J
八
:.ハ

ヒ
斤
､
八
重
山
叩
､
M
L
C
斤
で
戦
後

1
九
九
.G

年

期
は

in:古
地
区
を
除
-
他
の
地

区
は
1..カ
年
平

均
を
上
狙
っ
て

い
る
｡
特
に
中
部
地
区
は
川
､
.｢
.Lt
.t
斤
も
上
射
っ
て
い
る

1
九
.rt
八
年
脚
は
軟
度
に
:,札
る
凝
帆
被
沼
の
た
め
八
頚

山

地
区
を
除
き
他
の
地
区
は
何
れ
も
前
記
二
力
年
平

均
に
及

ば
な
い
｡
戦
後
皮
当
収
泊
の
推
移
は
第

四
六
の

.通
り
で
､

一
九
日
川
年
期
を
除
き
各
年
期
間
中
部
地
区
が
首
付
で
､
南

前

から
栽
培
が
盛
ん
で
し
か
も
反
当
収
竜
の
多
い
西

原
､

中

城
､
与
那
城
'
具
志
川
等
の
諸
相
に
怠
け
る
作
付
面
積

の
増
加
と
地
力
の
高
い
土
地
に
甘
照
の
作

付
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

第
五
表

年
次
別
甘
藤
生
･#
高

城
前
蕉
茎
生
産
高
の
最
高
は
昭
和
卜
三
年

期
の
十
八
億
八

.rC
九
十

一
万
余
斤
で
明
治
末
期
の
生
産

高
の
二
註
旧
に
当
っ

て
い
る
｡
明
治
末
期
六
倍
余
斤
の
生
産

高
か
ら
年
々
増

加

は
し
て
い
る
が
十
億
斤
を
超
過
し
た
の
は
大

正
十

一
年
期

以
後
の
彰
で
､
そ
れ
以
前
の
生
産
粥
は
年
に
よ
り
豊

凶
の

芹
が
著
し
-
二
倍
余
斤
に
及
ぶ
年

さ
え
も
あ
っ
た
｡
昭

和

九
年
-
十

一
年
の
三
力
年
平
均
煎
茎
生
産
高
は

一
E
:
億
三

千
九
日
.八
十
二
万
九
千
八
.rJ

T

斤
で
之
を
戦
後
の
最

高

一

九
lZ
に
年
期
JU
比
戟
し
て
み
る
に
､
当
年
期
は

四
ヒ
%
ム

.F

.石
年
期
の
生
産
高
は
七
億
七
千
万
斤
で
戦
前
の

l
地

区

の
生
産
高
よ
り
僅
か
に
多
-
､
又
大

正
の
初

期
ご
ろ
の
生

産
底
と
同
等
化
で
前
記
ニ
ケ
年
平
均
生
産
t伯
の
LJ
剖
程
度

で
あ
る
｡

つ
づ
く
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原
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